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1.下北研究林

下北単品北西部のニホンザル生息地では.例年

の過 り.主として冬季の観察条件の良い時期に.

Tffれの遊動の継続追跡観察を行っT=｡

西南部に生息する群れに関しては.分裂後の経

過を追うとともに.餌づけ群の生態管理に必要な

基礎調査を行ってきT:｡

尚.下北のニホンザルに関しての次のような報

文を足輝が著 しT:｡

足滞貞成 (1981):雪山にサルを追う."下北のサル 〝

(伊滞紘生嗣苓 ).どうぶつ杜.耽読｡

2.上信越研死林

雑魚川流域の冬の訂ま在.械沿川流域のseedtrap

による果実生産虫及び植生調査が 1979年にひき

つづき行われた｡

志賀C群では群れ構成の確認.食物位について

秋に霞点を置いて調査が行われT=｡

志賀B2群は春 ･部落に出没 して肌 店を荒 ら

した｡その間題について地元側と協議し,群れを

山に追い返す方法などについて話し合いをLT:｡

3.木田研究体(侠和地 )

55年皮には.共同研究員と協力 し,ひきつづ

き群れの遊動について追跡調査を行った｡しかし

主要な努力は,この地区でおこっている猿告を阻

止し.サルを広大な国有林に追い戻すことに払わ

れた｡全国にわT=り頻発 している猿召問題の解決

が.ニホンザルの保全につながるからであると同

時に, この地区での研究を安心 して行えるように

する必要もあるからである｡

木曽研究林には56年度か ら国費が認め られT=

ので,研究の基地となる小舎の建設とともに.い

よいよ野生群の個体識別下での長期 トレースに向

けて.一歩をふみ出すことになる｡

4.屋久由研究林 (候補地 )

55咋皮の調丑活動は主として共同利用研死に

よってすすめられ.研究杯予定地での技糊災申調

光が行われT:｡研先日的としては.自然附での社

会学 ･Jl儒学をおしすすめることにあるが.今fr=

皮はとくに只体的な社会関係まで調べることがで

きT=(共同利用研死 :ヤクザル地域個体群の社会

機鰍 こついて- の項参照 )｡56年度はこれに加

え,従来からいわれている暖柑林とその上部の氾

碍林との問での耶れの生使学的丑邦と両者の問の

群問関係を明 らかにすることを目標としている｡

他方,これまでの研死の成架 も.丸椛 らを中心

に逐次公表され.菜孤があがってさてお り.研究

林化-の機はすでに熟 しているといえる｡

大 学 院 学 生

昭和55年度における京都大学理学研究科動物

学吋攻E2長頬分科の学生,指導教官および研究テ

ーマは次のとおりである｡

氏 名 学年 指節教官 研究テーマ

丸f.TS珠田 Da 河合 雅雄 ヤクザルの社会生

協学的研究

森山昭彦 D8 花村等 松治 EZ艮難のタンパク

分解酵素の性状の

研究

伊藤真一 Da 久保田 拐 注意発現の神経機

構の研究

川本 芳 D3 野揮 謙 退伝的変異よりみ

た署長類の系統に

関する研究

小島哲也 I)3 室伏 靖子 ニホンザルの個体

認知行動の実験的

分析

松本 只 D8 江原 昭吾 霊長類の顎 ･顔面

頭蓋の形態学的研

究

川合恭子 D2 近藤 四郎 霊長類足骨に関す

る形態学的研究

船橋新太郎 D2 久保田 歳 スキルネスの神経

機構の研究

藤田和生 D2 重伏 靖子 ニホンザルの概念

学習に関する実験

的研究

今井一郎 Dl m申 二郎 沖縄県西表島にお

ける狩猟､魚扮,

採染

浜口 根 Dl 近藤 四郎 ニホンザルおよび

その他のマカクの

形闇研死

星野二郎 Dl 河合 雅雄 ニホンザルのtr羊
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おけるオ トナオス 幸田正典 Ml 河合 雅雄 旧世界ザル･新世

の役割

鹿野一厚 M2 田中 二郎 小笠原野生化ヤギ

の社会生態学的研

究

首藤浩子 M2 河合 雅雄 ニホンザル自然群

におけるメス離脱

による分裂群の形

成過程に関する研

究

界ザル25超の母子

関係の比較行動的

研究｡

名取真人 Ml 江原 旧著 リスザルの白歯の

個体 変異 につい

て｡

今井一郎 (1980)::八重山群島西表島におけるイ

ジ ャ ン ･ M2 河合 雅雄 ニホンザルの孜の ノシシ猟の生態人類学的研究｡民族研究 vo145
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